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・地域の課題や良い所（活動）を共有し「あったらいいな」を思う活動

を共有する。 

・地域住民が身近に気軽に集う居場所「集いの場」の拡充を通じて互い

に顔の見える関係を築いていく。 

・困りごとを相談できる。困りごとの声を集める。 

・支え合う地域づくりの基盤づくり 

【平成 28 年度～平成 29 年度で議論してきたテーマ】 【平成 30 年度～令和元年度の取り組み】 【令和 2年度～の取り組み（案）】 

・地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

 ⇒豊一地区、吹六地区で実施。数地区で検討中。 

・高齢者生活支援サポートリスト「集いの場編」の発行 

 ⇒令和元年度に更新し発行 

・集いの場交流会の開催 

 ⇒参加者が主体となったサロン運営について意見交換 

・助け愛隊の創出 

⇒全市的な活動から地域単位での活動へ。 

・各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

 ⇒豊一地区、吹六地区 

 

・吹田の強みを生かした助け愛隊の創出／活動 

 ⇒地域活動、CSW・地域包括支援センターとの連携 

・各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

 ⇒豊一地区、吹六地区 

 

・地域元気アップ講座の開催 

 ⇒ 17人が福祉委員会、自治会、ボランティアセンター、ラコルタ等 

で活動・加入・登録 

・助け愛隊の創出／活動 

・市民フォーラムの開催 

 ⇒アクティブシニア養成、元気・健康をテーマに開催 

・シニアの活動場所リストの作成 

・高齢者がよく行く場所での高齢者生活支援の取り組みを検討 

 ⇒移動スーパーとくし丸による高齢者支援情報チラシの配布（10/1～） 

・吹田市高齢者見守り登録事業者（企業）に高齢者生活支援への協力を 

打診 

 

・継続して各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

・継続して各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

・高齢者の外出支援策の検討 

・集いの場交流会の開催 

・継続して各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催 

・地域元気アップ講座の開催 

・助け愛隊活動の検証・見直し 

 ⇒他職種等との連携、全市的な活動から地域単位での活動へ 

 

・高齢者がよく行く場所での高齢者生活支援の取り組み 

 ⇒民間企業等との連携 

・地域元気アップ講座を身近な場所（各ブロック等）で開催 

・助け愛隊ボランティア養成講座の開催 

・市民フォーラム等の開催 

・企業退職者への説明等の実施 

・継続して各地域での高齢者生活支援に関する検討会の開催  

⇒地域活動や CSW・地域包括支援センター等との連携 

・高齢者の外出支援策の検討 

 ⇒地域住民、専門機関、企業、福祉施設等との協働 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ごとで高齢者を支える地域づくりを考える 

～高齢者のこれからを考える交流会～ 

「集いの場」の拡充 

助け合い活動の検討、創出 

・サービス作りの視点で進めるのではなく「健康づくり」「生きがいづくり」

の視点で検討を進める。 

・地域住民に助け合い活動が必要と感じてもらい、地域住民ができること

を検討する。 

「我が事」として、地域で高齢者を支えていく機運を高める取り組み 

・多様な機会で地域活動や社会活動に参加を呼びかける。 

「今ある活動」「吹田の強み」を活かし、高齢者を支える地域づくり

を推進する 

・地縁型、志縁型のさまざまな活動を活かす。 

・「今ある」仕組みや取り組みを活用し、支え合い活動に多くの方に参

加してもらう。 

地域活動の担い手を増やすための取り組み 

・今活動している人の仲間を増やす 

・無関心層への働きかけ 

・新たな担い手が増えれば、現在の活動の継続や新たな活動の検討や活

動の幅が増える 


